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問題別調査結果　［国語Ａ：主として知識］　　　　　　　　　　( H23 73.2%　0.9%    H22 81.7%　1.6% )
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16 一１（１） ○ ○ 99.3% 0.0%

15 一１（２） ○ ○ 94.8% 0.9%

14 一２（１） ○ ○ 72.1% 2.4%

13 一２（２） ○ ○ 73.2% 1.6%

12 二 ○ ○ 57.3% 2.7%

11 三１ ○ ○ 49.6% 0.3%

10 三２ ○ ○ 89.3% 0.2%

9 四１ ○ ○ 98.4% 0.1%

8 五１ ○ ○ 94.5% 0.1%

7 五２ ○ ○ 96.6% 0.1%

6 六１ ○ ○ 92.5% 0.1%

5 六２ ○ ○ 37.4% 0.2%

4 七１ ○ ○ 46.7% 1.7%

3 七２ ○ ○ 34.7% 0.6%

2 八１ ○ ○ 　 68.0% 1.9%

1 八２ ○ ○ 　 67.3% 1.7%

2 2 2 10 9 7 0 73.2% 0.9%

問題別調査結果　［国語B：主として活用］　 ( H23 64.2%　3.1%    H22 58.3%　4.1% )
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14 一１ ○ ○ 76.7% 1.8%

13 一２ ○ ○ 48.2% 3.9%

12 二１ ○ ○ 81.2% 0.3%

11 二２（１） ○ ○ 54.5% 1.7%

10 二２（２） ○ ○ 57.6% 1.7%

9 二３ ○ ○ 91.6% 2.7%

8 二４ ○ ○ 40.4% 4.8%

7 二５ ○ ○ 49.8% 6.2%

6 三１ ○ ○ ○ 89.8% 1.3%

5 三２ ○ ○ 44.9% 1.7%

4 三３ ○ ○ 82.0% 4.3%

3 四１ ○ ○ 70.8% 5.8%

2 四２ア ○ ○ 77.7% 3.2%

1 四２イ ○ ○ 33.6% 3.3%

2 6 7 0 3 6 5 64.2% 3.1%

平成２３年度沖縄県到達度調査結果　　第５学年　　　　　　　　 　　　　　　　　　　    那覇市立小学校全体

全　体

プロフィール

プロフィール

設
問
番
号

設
問
番
号

学年別漢字配当表の当該学年の前の学年までに配当されている漢字を正しく書
く。

表記された文字をローマ字で正しく書く。

学年別漢字配当表の当該学年の前の学年までに配当されている漢字を正しく書
く。

必要な事柄について、要点をメモする。

全　体

学習指導要
領の領域等 那覇市

自分の考えが明確になるように、文章を構成する。

学年別漢字配当表の当該学年の前の学年までに配当されている漢字を正しく読
む。

学年別漢字配当表の当該学年の前の学年までに配当されている漢字を正しく読
む。

出題の趣旨

相手や目的に応じて書く上で必要な事柄を調べる。

出題の趣旨

問題形式

相手や目的に応じ、言葉の抑揚や強弱、間の取り方に注意して話す。

中心となる語や文をとらえて文章を読む。

中心となる語や文をとらえて文章を読む。

辞書を利用して調べる方法を理解する。

接続語を正しく使う。

学年別漢字配当表の当該学年の前の学年までに配当されている漢字を正しく書
く。

学年別漢字配当表の当該学年の前の学年までに配当されている漢字を正しく書
く。

引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書
くこと。

目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え、文
章を正しく読むこと。

目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え、文章を正
しく読むこと。

書く必要のある事柄を収集したり、選択したりすること。

目的に応じて、文章の内容を的確に押さえて読むこと。

辞書を利用して調べる方法を理解する。

大事なことを落とさないようにしながら、興味を持って聞くこと。

話の中心に気をつけて聞くこと。

文と文との意味のつながりを考えながら、指示語や接続語を使うこと。

目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え、文章を正
しく読むこと。

文章の間違いを正したり、よりよい表現に書き直したりすること。

学習指導要
領の領域等 那覇市

考えたことなどから、書くことを決めること。

引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書
くこと。

引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書
くこと。

目的に応じて内容を大きくまとめたり、必要なところは細かい点に注意したり
しながら文章を読むこと。

問題形式

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

無答率(％) 正答率(％) 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

無答率(％) 正答率(％) 

- 1　 那覇市 小国ＡＢ -



平成２３年度沖縄県到達度調査結果小学校　第５学年
度数分布　［国語Ａ：主として知識］　

　

那覇市 児童数 平均正答率（％） 中央値 標準偏差

平成２３年度 3353 11.7 /16 73.2% 12問 2.5

平成２２年度 3341 13.9 /17 81.7% 15問 2.9

平成２２年度

人数 割合 割合

0問 0 0.0% 0.0%

1問 2 0.1% 0.1%

2問 5 0.1% 0.1%

3問 6 0.2% 0.1%

4問 16 0.5% 0.4%

5問 31 0.9% 0.6%

6問 62 1.8% 0.9%

7問 98 2.9% 1.7%

8問 160 4.8% 2.4%

9問 238 7.1% 2.8%

10問 327 9.8% 4.7%

11問 459 13.7% 5.4%

12問 499 14.9% 7.5%

13問 575 17.1% 9.2%

14問 465 13.9% 12.0%

15問 302 9.0% 14.7%

16問 108 3.2% 18.8%

18.7%

平成２３年度沖縄県到達度調査結果小学校　第５学年
度数分布　［国語B：主として活用］　

　

那覇市 児童数 平均正答率（％） 中央値 標準偏差

平成２３年度 3353 9.0 /14 64.2% 9問 2.7

平成２２年度 3341 9.9 /17 58.3% 10問 3.5

平成２２年度

人数 割合 割合

0問 6 0.2% 0.1%

1問 28 0.8% 0.5%

2問 39 1.2% 1.5%

3問 65 1.9% 2.2%

4問 93 2.8% 3.3%

5問 140 4.2% 4.7%

6問 233 7.0% 6.2%

7問 294 8.8% 6.8%

8問 395 11.8% 9.0%

9問 473 14.1% 9.5%

10問 526 15.7% 9.9%

11問 437 13.0% 10.7%

12問 338 10.1% 9.7%

13問 211 6.3% 9.0%

14問 72 2.1% 7.6%

5.0%

3.1%

1.3%

平成２３年度

那覇市　Ｈ２３－Ｈ２２

那覇市　Ｈ２３－Ｈ２２

平均正答数

平均正答数

　小学校５年国語の平均正答率はＡは73.2%，Ｂは67.8%であった。また，正答率が80%を超えた設問は，Ａで16問中7問（43.8%），Ｂでは
 14問中4問（23.5%）であった。
　正答率が40%未満の設問は，Ａは2問，Ｂは１問であった。
Ａ問題では
「相手や目的に応じ，言葉の抑揚や強弱，間の取り方に注意して話す」設問（正答率：34.7%）
「自分の考えが明確になるように文章を構成する」設問（正答率：37.4%）
Ｂ問題では
「引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書くこと」（正答率33.%）
「目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え，文章を正しく読むこと」（正答率40.4%）
 県と比較（P.4）するとＡ，Ｂともにほぼ変わらないが上位層が若干多い。

正答数
平成２３年度

正答数集計値
（左：児童数　右：割合（％））

正答数集計値
（左：児童数　右：割合（％））

正答数

平成２２年度 ４年 
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平成２３年度 ５年 

- 2 　那覇市(H22-H23) 小国ＡＢ -



問題別調査結果　［国語Ａ：主として知識］　　　　　　　　　　　
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16 一１（１） ○ ○ 99.3% 99.1%

15 一１（２） ○ ○ 94.8% 94.2%

14 一２（１） ○ ○ 72.1% 67.5%

13 一２（２） ○ ○ 73.2% 69.6%

12 二 ○ ○ 57.3% 55.8%

11 三１ ○ ○ 49.6% 47.8%

10 三２ ○ ○ 89.3% 88.7%

9 四１ ○ ○ 98.4% 97.8%

8 五１ ○ ○ 94.5% 93.1%

7 五２ ○ ○ 96.6% 96.1%

6 六１ ○ ○ 92.5% 90.4%

5 六２ ○ ○ 37.4% 39.6%

4 七１ ○ ○ 46.7% 49.1%

3 七２ ○ ○ 34.7% 35.0%

2 八１ ○ ○ 　 68.0% 65.2%

1 八２ ○ ○ 　 67.3% 64.9%

2 2 2 10 9 7 0 73.2% 72.1%

問題別調査結果　［国語B：主として活用］　
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14 一１ ○ ○ 76.7% 74.3%

13 一２ ○ ○ 48.2% 46.8%

12 二１ ○ ○ 81.2% 76.7%

11 二２（１） ○ ○ 54.5% 52.7%

10 二２（２） ○ ○ 57.6% 53.9%

9 二３ ○ ○ 91.6% 90.9%

8 二４ ○ ○ 40.4% 37.9%

7 二５ ○ ○ 49.8% 48.4%

6 三１ ○ ○ ○ 89.8% 89.6%

5 三２ ○ ○ 44.9% 48.3%

4 三３ ○ ○ 82.0% 81.8%

3 四１ ○ ○ 70.8% 67.6%

2 四２ア ○ ○ 77.7% 75.2%

1 四２イ ○ ○ 33.6% 29.9%

2 6 7 0 3 6 5 64.2% 62.4%

平成２３年度沖縄県到達度調査結果　　第５学年　　　　　　　　 　　　　　　　　　那覇市－沖縄県　比較

設
問
番
号

出題の趣旨

学習指導要
領の領域等

問題形式 プロフィール

学年別漢字配当表の当該学年の前の学年までに配当されている漢字を正しく読
む。

学年別漢字配当表の当該学年の前の学年までに配当されている漢字を正しく読
む。

学年別漢字配当表の当該学年の前の学年までに配当されている漢字を正しく書
く。

学年別漢字配当表の当該学年の前の学年までに配当されている漢字を正しく書
く。

表記された文字をローマ字で正しく書く。

辞書を利用して調べる方法を理解する。

設
問
番
号

出題の趣旨

辞書を利用して調べる方法を理解する。

接続語を正しく使う。

学年別漢字配当表の当該学年の前の学年までに配当されている漢字を正しく書
く。

学年別漢字配当表の当該学年の前の学年までに配当されている漢字を正しく書
く。

相手や目的に応じて書く上で必要な事柄を調べる。

自分の考えが明確になるように、文章を構成する。

問題形式 プロフィール

大事なことを落とさないようにしながら、興味を持って聞くこと。

話の中心に気をつけて聞くこと。

必要な事柄について、要点をメモする。

相手や目的に応じ、言葉の抑揚や強弱、間の取り方に注意して話す。

中心となる語や文をとらえて文章を読む。

中心となる語や文をとらえて文章を読む。

全　体

目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え、文章を正
しく読むこと。

目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え、文
章を正しく読むこと。

目的に応じて内容を大きくまとめたり、必要なところは細かい点に注意したり
しながら文章を読むこと。

目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え、文章を正
しく読むこと。

書く必要のある事柄を収集したり、選択したりすること。

学習指導要
領の領域等

全　体

正答率

正答率

目的に応じて、文章の内容を的確に押さえて読むこと。

文章の間違いを正したり、よりよい表現に書き直したりすること。

考えたことなどから、書くことを決めること。

引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書
くこと。

引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書
くこと。

引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書
くこと。

文と文との意味のつながりを考えながら、指示語や接続語を使うこと。

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

沖縄県 那覇市 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

沖縄県 那覇市 

- 3 　那覇市－沖縄県 -



平成２３年度沖縄県到達度調査結果

度数分布　［国語Ａ：主として知識］　

児童数 平均正答率（％） 中央値 標準偏差 　 平成２３年度

那覇市 3353 11.7 /16 73.2% 12問 2.5

沖縄県 16237 11.5 /16 72.1% 12問 2.6

0問 0.0% 0.0%

1問 0.1% 0.0%

2問 0.1% 0.2%

3問 0.2% 0.2%

4問 0.5% 0.6%

5問 0.9% 1.1%

6問 1.8% 2.2%

7問 2.9% 3.2%

8問 4.8% 5.4%

9問 7.1% 7.8%

10問 9.8% 10.7%

11問 13.7% 13.3%

12問 14.9% 15.0%

13問 17.1% 15.8%

14問 13.9% 12.6%

15問 9.0% 8.8%

16問 3.2% 3.1%

平成２３年度沖縄県到達度調査結果

度数分布　［国語B：主として活用］　

児童数 平均正答率（％） 中央値 標準偏差 　

那覇市 3353 9.0 /14 64.2% 9問 2.7

沖縄県 16234 8.7 /14 62.4% 9問 2.8

0問 0.2% 0.4%

1問 0.8% 0.9%

2問 1.2% 1.3%

3問 1.9% 2.1%

4問 2.8% 3.5%

5問 4.2% 4.9%

6問 7.0% 7.1%

7問 8.8% 9.8%

8問 11.8% 12.3%

9問 14.1% 13.7%

10問 15.7% 14.8%

11問 13.0% 12.9%

12問 10.1% 9.4%

13問 6.3% 5.1%

14問 2.1% 1.7%

　

　 　

 

平均正答数

平均正答数

小学校　第５学年　那覇市－沖縄県

正答数集計値

正答数

那覇市 沖縄県

那覇市 沖縄県

小学校　第５学年　那覇市－沖縄県

正答数集計値

正答数
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16% 
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沖縄県 那覇市 
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0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 

沖縄県 那覇市 

0% 

50% 

100% 
話・聞 

書く 

読む 

言語 

国語Ａ 
沖縄県 

那覇市 

0% 

50% 

100% 
話・聞 

書く 読む 

国語Ｂ 
沖縄県 

那覇市 

那覇市 沖縄県

話・聞 40.7% 42.1%

書く 64.9% 65.0%

読む 67.6% 65.1%

言語 82.5% 81.0%

那覇市 沖縄県

話・聞 62.5% 60.6%

書く 66.5% 65.4%

読む 66.4% 64.3%

言語

- 4　 那覇市－沖縄県-



問題別誤答例　［国語Ａ：主として知識］　

2 聞く・話す

2 書くこと

2 読むこと

10 言語事項

9 選択式

7 短答式

0 記述式

73.2% 正答率(％)

0.9% 無答率(％)

③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ①                             -
 5

 　
那

覇
市

 小
国

Ａ
 誤

答
例

 -

　
辞
書
を
利
用
し
て
調
べ
る
方
法
を

理
解
す
る
。

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ

あ
接
続
語
を
正
し
く
使
う
。

あ
あ
あ

あ
あ

　
学
年
別
漢
字
配
当
表
の
当
該
学
年

の
前
の
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い

る
漢
字
を
正
し
く
書
く
。

あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ

　
学
年
別
漢
字
配
当
表
の
当
該
学
年

の
前
の
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い

る
漢
字
を
正
し
く
書
く
。

あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ

　
辞
書
を
利
用
し
て
調
べ
る
方
法
を

理
解
す
る
。

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ

○

○

　
表
記
さ
れ
た
文
字
を
ロ
ー

マ
字
で

正
し
く
書
く
。

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ

○

○

全
　
体

　
自
分
の
考
え
が
明
確
に
な
る
よ
う

に
、

文
章
を
構
成
す
る
。

あ
あ
あ
あ

あ

○

72.1%

○

○

89.3%

　
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
書
く
上
で

必
要
な
事
柄
を
調
べ
る
。

あ
あ
あ
あ

あ
あ

92.5%

○

○

2.4%

○

73.2%

誤答例 正
答

1.6%

誤答例 正
答

学

習

指

導

要

領

の

領

域

等

一２（２）
　
学
年
別
漢
字
配
当
表
の
当
該
学
年

の
前
の
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い

る
漢
字
を
正
し
く
書
く
。

あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ

 
学
年
別
漢
字
配
当
表
の
当
該
学
年

の
前
の
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い

る
漢
字
を
正
し
く
読
む
。

a
a
a
a

あ
あ
あ
あ
あ

一２（１）
　
学
年
別
漢
字
配
当
表
の
当
該
学
年

の
前
の
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い

る
漢
字
を
正
し
く
書
く
。

あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ

○

○

99.3%

0.0%

設問番号

問
題
形
式

那
覇
市

出
題
の
趣
旨

一１（１）

正
答

誤答例

一１（２）
　
学
年
別
漢
字
配
当
表
の
当
該
学
年

の
前
の
学
年
ま
で
に
配
当
さ
れ
て
い

る
漢
字
を
正
し
く
読
む
。

あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ

誤答例 正
答

○

○

94.8%

0.9%

二

○

57.3%

2.7%

三１

○

○

49.6%

0.3%

三２

○

0.2%

四１

○

○

98.4%

0.1%

五１

○

○

94.5%

0.1%

五２

○

96.6%

0.1%

六１七１

○

　
必
要
な
事
柄
に
つ
い
て
、

要
点
を

メ
モ
す
る
。

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ

六２

○

37.4%

0.2% 0.1%

34.7%

0.6%

46.7%

1.7%

八１

○

七２

○

　
相
手
や
目
的
に
応
じ
、

言
葉
の
抑

揚
や
強
弱
、

間
の
取
り
方
に
注
意
し

て
話
す
。

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ

　
中
心
と
な
る
語
や
文
を
と
ら
え
て

文
章
を
読
む
。

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ

八２

○

　
中
心
と
な
る
語
や
文
を
と
ら
え
て

文
章
を
読
む
。

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ

○

誤答例正
答

誤答例 正
答

誤答例

○

○

67.3%

1.7% 1.9%

○

68.0%

正
答

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例 誤答例 正
答

誤答例 正
答

正
答

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例

エ 健

正
答

立 建 直 治 ② ③ ① ④ 17 20 18 19 ① ② ④ ③

　
　

ｋ
ｉｔｔａ

　
　

ｋ
ｉｉｔｅ

　
　

ｋ
ｉＴ

Ｔ
ｅ

　
　

ｋ
ｉｔｔｅ

電
光

電
明

電
灯

電
灯

侍 特 持 待 ぼ
う
え
ん
か
が
み

そ
う
が
ん
き
ょ
う

ぼ
う
え
き
ょ
う

ぼ
う
え
ん
き
ょ
う

て
い
せ
い

こ
う
せ
い

せ
い
こ
う

か
ん
せ
い

　
　
　
　
　
　
　
誤
答
例
①

　
　
　
　
　
　
　
誤
答
例
②

　
　
　
　
　
　
　
誤
答
例
③

　
　
　
　
　
 
 

正
　
　
答

ウ ア イ エ ④ 一
つ
の
文
が
二
つ
の
意
味
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
た

。

例
　
メ
モ
を
要
点
で
書
い
て
い
る

。

③
　
と
　
⑤

① ② ③ ア
を
選
択

ウ
を
選
択

エ
を
選
択

平成２３年度沖縄県到達度調査結果　　第５学年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　那覇市立小学校全体

②
　
と
　
④

④
　
と
　
⑤

⑤
　
と
　
⑥

ア イ ウイ
　
　
オ

出
来
事
を
く
わ
し
く
書
い
て
い
る

。

考
え
た
こ
と
を
書
い
て
い
る

。



問題別誤答例　［国語Ｂ：主として活用］　

2 聞く・話す

6 書くこと

7 読むこと

0 言語事項

3 選択式

6 短答式

5 記述式

64.2% 正答率(％)

3.1% 無答率(％)

③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ① ③ ② ①                    - 6 　
那

覇
市

 小
国

Ｂ
 誤

答
例

 -

平成２３年度沖縄県到達度調査結果　第５学年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　那覇市立小学校全体

四２イ 四２ア 四１ 三３ 三２ 三１ 二５ 二４ 二３ 二２（２） 二２（１） 二１ 一２ 一１ 設問番号

全
　
体

　
引
用
し
た
り
、

図
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
を

用
い
た
り
し
て
、

自
分
の
考
え
が
伝
わ
る

よ
う
に
書
く
こ
と
。

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

　
引
用
し
た
り
、

図
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
を

用
い
た
り
し
て
、

自
分
の
考
え
が
伝
わ
る

よ
う
に
書
く
こ
と
。

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

　
引
用
し
た
り
、

図
表
や
グ
ラ
フ
な
ど
を

用
い
た
り
し
て
、

自
分
の
考
え
が
伝
わ
る

よ
う
に
書
く
こ
と
。

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

　
考
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

書
く
こ
と
を

決
め
る
こ
と
。

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

　
文
章
の
間
違
い
を
正
し
た
り
、

よ
り
よ

い
表
現
に
書
き
直
し
た
り
す
る
こ
と
。

あ

あ
あ
あ
あ

　
目
的
に
応
じ
て
、

文
章
の
内
容
を
的
確

に
押
さ
え
て
読
む
こ
と
。

あ
あ
あ
あ
あ
あ

 
書
く
必
要
の
あ
る
事
柄
を
収
集
し
た

り
、

選
択
し
た
り
す
る
こ
と
。

あ
あ
あ

　
目
的
に
応
じ
て
、

中
心
と
な
る
語
や
文

を
と
ら
え
て
段
落
相
互
の
関
係
を
考
え
、

文
章
を
正
し
く
読
む
こ
と
。

あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ

　
目
的
に
応
じ
て
内
容
を
大
き
く
ま
と
め

た
り
、

必
要
な
と
こ
ろ
は
細
か
い
点
に
注

意
し
た
り
し
な
が
ら
文
章
を
読
む
こ
と
。

　
目
的
に
応
じ
て
、

中
心
と
な
る
語
や
文

を
と
ら
え
て
段
落
相
互
の
関
係
を
考
え
文

章
を
正
し
く
読
む
こ
と
。

あ
あ
あ
あ
あ
あ

出
題
の
趣
旨

　
目
的
に
応
じ
て
、

中
心
と
な
る
語
や
文

を
と
ら
え
て
段
落
相
互
の
関
係
を
考
え
文

章
を
正
し
く
読
む
こ
と
。

あ
あ
あ
あ
あ
あ

　
文
と
文
と
の
意
味
の
つ
な
が
り
を
考
え

な
が
ら
指
示
語
や
接
続
語
を
使
う
こ
と
。

あ
大
事
な
こ
と
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し

な
が
ら
、

興
味
を
持
っ

て
聞
く
こ
と
。

あ

あ
あ
あ
あ
あ

　
話
の
中
心
に
気
を
つ
け
て
聞
く
こ
と
。

あ
あ

○ ○
学

習

指

導

要

領

の

領

域

等

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 問
題
形
式

○

○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

33.6% 77.7% 70.8% 82.0% 44.9% 89.8% 49.8% 40.4% 91.6% 57.6% 54.5% 81.2% 48.2% 76.7% 那
覇
市3.3% 3.2% 5.8% 4.3% 1.7% 1.3% 6.2% 4.8% 2.7% 1.7% 1.7% 0.3% 3.9% 1.8%

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例 正
答

誤答例
正

答

気
温
が
高
い

寒
い

暑
い

す
ず
し
い

こ
れ

（
を

）

グ
ラ
フ

（
表

）

温
度
が
高
い

。

大
き
な
温
度
差
が
あ
る
こ
と

。

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

思

っ
た
こ
と
を
書
い
て
い
る

。

例
を
う
つ
し
て
い
る

。

自
分
の
こ
と
を
書
い
て
い
る

。

誰
　
　
　
ど
ん
な
人
　
　
　
主
な
出
来
事

ま
た

そ
れ
で

そ
れ
か
ら

し
か
し

ぼ
く
 
と
　
妹

お
兄
ち

ゃ
ん

ぼ
く

妹 「
も
し
も
　
～

　
だ

っ
た
ら

」
　
で
終
わ

っ
て
い
る

。
続
き
が
な
い

。

例
　
も
し
も

、
鳥
だ

っ
た
ら
大
空
を
飛
べ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

。

本
当
の
や
さ
し
さ
を
わ
か

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
伝
え
て
い
る

。

も
し
も
自
分
が
そ
の
立
場
だ

っ
た
ら

、
と
考
え
て
み
て
下
さ
い

。

目
が
不
自
由
な
こ
と
が
何
が
不
便
か
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知

っ
て
ほ
し
い

。

自
分
と
は
ち
が
う
立
場
の
人
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
力
こ
そ

、

「
本
当
の
や
さ
し
さ

」
と
い
え
る
こ
と

点
字
だ
け
で
な
く

、
は

っ
き
り
見
や
す
い
表
示
や
音
声
で
聞
い
て
分
か

っ
た
り
さ
わ

っ
て
分
か
る
考
え
方

。

す
べ
て
の
人
が
く
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
る

。

目
が
見
え
な
い
人

、
見
え
に
く
い
人
の
中
に
も

、
点
字
が
読
め
る
人
も
い
れ
ば

、
読
め
な
い
人
も
い
ま
す

。

し

ょ
う
が
い
の
あ
る
人
た
ち
に
か
ぎ
ら
ず

、
す
べ
て
の
人
が
く
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と

。

③ ② ④ ③
　
④

　

　

　

　

　

 

 

正

　

　

答

そ
れ
か
ら

け
れ
ど
も

他
の
日
は
自
由
に
遊
ぶ
内
容
だ
け

み
ん
な
で
仲
良
く
遊
ぶ
と
よ
い

全
員
で
遊
ぶ
日
を
決
め
る
内
容
だ
け

全
員
で
遊
べ
る
日
を
決
め
て

、
他
の
日
は
自
由
に
遊
べ
る
よ
う
に
し
た
方
が
よ
い

。

楽
し
い
ク
ラ
ス
に
す
る
た
め
に

み
ん
な
が
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に

わ
く
わ
く
レ
ク
タ
イ
ム

も

っ
と
仲
良
く
な
る
た
め
に

　

　

　

　

　

　

　

誤

答

例

①

　

　

　

　

　

　

　

誤

答

例

②

　

　

　

　

　

　

　

誤

答

例

③

③ ①
　
②

②
　
③

② そ
れ
で



問題別調査結果　［算数Ａ：主として知識］　 ( H23 73.7%　1.7%    H22 79.9%　0.4% )

数

と

計

算

量

と

測

定

図

　

　

形

数

量

関

係

選

択

式

短

答

式

記

述

式

正
答
率

(

％

)

無
答
率

(

％

)

22 ① ○ ○ 99.7% 0.0%

21 ② ○ ○ 96.5% 0.0%

20 ③ ○ ○ 93.1% 0.1%

19 ④ ○ ○ 98.6% 0.1%

18 ⑤ ○ ○ 95.1% 0.8%

17 ⑥ ○ ○ 96.3% 0.2%

16 ⑦ ○ ○ 44.0% 0.2%

15 ⑧ ○ ○ 71.8% 0.5%

14 ⑨ ○ ○ 50.6% 0.9%

13 ⑩ ○ ○ 60.9% 6.1%

12 ⑪

11 ⑫ ○ ○ 68.6% 2.9%

10 ⑬ ○ ○ 45.0% 4.4%

9 ⑭ ○ ○ 65.6% 0.6%

8 ⑮ ○ ○ 86.6% 0.6%

7 ⑯ ○ ○ 65.9% 1.4%

6 ⑰ ○ ○ 61.5% 1.3%

5 ⑱ ○ ○ 90.9% 1.2%

4 ⑲ ○ ○ 85.8% 1.8%

3 ⑳ ○ ○ 82.8% 2.6%

2 ㉑ ○ ○ 46.5% 3.0%

1 ㉒ ○ ○ 41.1% 9.4%

10 4 4 3 1 20 0 73.7% 1.7%

問題別調査結果　［算数B主として活用] ( H23 47.3%　6.3%    H22 55.5%　6.5% )

数

と

計

算

量

と

測

定

図

　

　

形

数

量

関

係

選

択

式

短

答

式

記

述

式

正
答
率

(

％

)

無
答
率

(

％

)

15 ① ○ ○ 52.4% 0.4%

14 ② ○ ○ 21.9% 3.4%

13 ③ ○ ○ 67.6% 0.6%

12 ④ ○ ○ 39.7% 5.0%

11 ⑤ ○ ○ 78.0% 0.8%

10 ⑥ ○ ○ 71.8% 1.3%

9 ⑦ ○ ○ 36.1% 9.5%

8 ⑧ ○ ○ 33.1% 1.9%

7 ⑨ ○ ○ 79.8% 1.3%

6 ⑩ ○ ○ 43.9% 7.8%

5 ⑪ ○ ○ 19.1% 8.5%

4 ⑫ ○ ○ 75.7% 14.7%

3 ⑬ ○ ○ 13.9% 13.1%

2 ⑭ ○ ○ ○ 44.3% 10.5%

1 ⑮ ○ ○ 32.9% 15.5%

2 3 5 5 4 8 4 47.3% 6.3%

問題形式

問題形式

１位数が空位の整数を，１０でわった数の表し方を理解しているかをみる。

同分母の真分数どうしの加法計算の仕方を理解し，その計算ができるかをみる。

小数の加法の筆算（繰り上がり有り）の仕方を理解し，その計算をすることができるかをみる。

小数どうしの乗法とその筆算の仕方を理解し，その計算ができるかをみる。（小数点をそろえて計算す
る）

２つの数の公約数の求め方を理解し，その計算ができるかをみる。

数値の０が入る場合の平均の求め方を理解し，その計算ができるかをみる。

三角定規の角を組み合わせてできる角の大きさを求め方を理解し，その計算ができるかをみる。

直方体や複合図形の体積の求め方を理解し，その計算ができるかをみる。

平成２３年度沖縄県到達度調査結果　　　第５学年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　那覇市立小学校全体

設
問
番
号

出題の趣旨

学習指導要
領の領域等 那覇市

プロフィール

プロフィール

 (１位数)－(１位数)の減法の計算ができるかをみる。

２位数の数を構成をもとにした減法（何十といくつ）の計算ができるかをみる。

２位数の数をもとにした加法における，２段階繰り上がり（十の位， 百の位への繰り上がり)の計算処理
について計算ができるかをみる。

設
問
番
号

出題の趣旨

学習指導要
領の領域等

時間の経過をつかむとともに，時計を見て時刻を求めることができるかをみる。

半径と直径の意味や関係について理解しているかをみる。

立方体の面と面、頂点と頂点、辺と辺の関係を理解しているかをみる。

平行四辺形の性質がわかるかをみる。

合同な図形について理解しているかをみる。

１目盛りを読み取り、棒グラフに表せるかをみる。

二つの事柄を分類した表をよみとれるかをみる。

乗法九九について，(１位数)×(１位数)の乗法の計算ができるかをみる。

中指につけられる数字について理解し、４回目につけられる番号を求めることができるかどうかをみる。

那覇市

除法が適用される場面について，示された場面を解釈して，条件に合うように問題の中の数を考え，変更
することができるかをみる。

除数が小数である場合の除法の計算の仕方について、数直線の図と対応させながら説明することができる
かどうかをみる。

示された時刻になるように，時計の短針をかき入れることができるかをみる。

ものさしを用いて，目盛りに注意しながら，消しゴムの長さを正しく測定できるかをみる。

与えられた条件に合う時刻を，筋道を立てて考え，時刻表から選択することができるかをみる。

二つの直方体が組み合わさった立体の体積の求め方について，図に補助線を引いて考え，式と対応させる
ことができるかをみる。

記数法で正しく数を表すことができるかをみる。

全　体

示された図形を観察して，条件を基に辺の長さと名前を用いて，形と大きさを表現できるかどうかをみ
る。

図形を構成する要素に着目し，同じ大きさの角を見つけることができるかどうかをみる。

示された図形を観察して，条件を満たす図形を捉えることができるかどうかをみる。

示された解決方法を理解し，見方を変えた別の解決方法を考え，それを記述できるかどうかをみる。

親指につけられる番号を、公式を利用し、△に適切な数をあてはめ、計算して求めることができるかどう
かをみる。

数量を□，△などを用いて表し、その関係を式に表すことができるかをみる。

２つの気温を比較するために、折れ線グラフの縦の目盛りの幅の大きさを同一にすることが説明できるか
どうかをみる。

中指につけられる番号の規則性を見つけ出し、△を使った公式に表すことができるかどうかをみる。

折れ線グラフから数値を正確に読み取ることができるかどうかをみる。

全　体

筋道立てて考え，図形を捉えることができるかどうかをみる。

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

無答率(％) 正答率(％) 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

無答率(％) 正答率(％) 

集計対象外 

- 7　 那覇市 小算ＡＢ -



平成２３年度沖縄県到達度調査結果

度数分布　［算数Ａ：主として知識］　

平成２１年度

那覇市 児童数 平均正答率（％） 中央値 標準偏差 　 平成２２年度 平成２２年度

平成２３年度 3353 15.5 /21 73.7% 16問 3.8 人数 割合 割合

平成２２年度 3341 17.6 /22 79.9% 18問 3.0 0問 0 0.0% 0.0%

1問 1 0.0% 0.0%

2問 0 0.0% 0.0%

3問 4 0.1% 0.0%

4問 10 0.3% 0.1%

5問 21 0.6% 0.0%

6問 23 0.7% 0.1%

7問 39 1.2% 0.4%

8問 63 1.9% 0.3%

9問 97 2.9% 0.7%

10問 122 3.6% 1.0%

11問 161 4.8% 1.5%

12問 197 5.9% 2.0%

13問 231 6.9% 3.5%

14問 254 7.6% 5.3%

15問 295 8.8% 7.5%

16問 319 9.5% 8.1%

17問 355 10.6% 11.3%

18問 325 9.7% 14.0%

19問 326 9.7% 15.5%

20問 299 8.9% 14.0%

21問 209 6.2% 10.3%

22問 4.6%

平成２３年度沖縄県到達度調査結果

度数分布　［算数B：主として活用］　

那覇市 児童数 平均正答率（％） 中央値 標準偏差

平成２３年度 3353 7.1 /15 47.3% 7問 3.2

平成２２年度 3341 8.3 /15 55.5% 9問 3.2

平成２２年度

人数 割合 割合

0問 28 0.8% 0.5%

1問 77 2.3% 1.7%

2問 151 4.5% 2.4%

3問 225 6.7% 4.1%

4問 312 9.3% 5.0%

5問 364 10.9% 6.6%

6問 339 10.1% 8.0%

7問 352 10.5% 10.0%

8問 338 10.1% 11.0%

9問 333 9.9% 11.3%

10問 283 8.4% 11.1%

11問 221 6.6% 10.7%

12問 157 4.7% 8.7%

13問 99 3.0% 5.4%

14問 51 1.5% 2.7%

15問 23 0.7% 0.8%
 

小学校　第５学年

小学校　第５学年

平均正答数

正答数
平成２３年度

那覇市　Ｈ２３－Ｈ２２

正答数集計値
（左：児童数　右：割合（％））

那覇市　Ｈ２３－Ｈ２２

　小学校第５学年算数の平均正答率は，算数Ａは73.7％，算数Ｂは47.3％であった。
　また正答率が80％を超えた問題はＡが21問中10問，Ｂは15問中0問で，Ｂ問題について課題が大きいと言える。
　問題別調査結果から，算数Ａでは小数の乗法筆算は71.8%の正答率であるが，加法筆算が44.0％と低くなっていることから，加法筆算の理解に課題があ
ることが考えられる。示された表をもとに数量の関係を捉え，□や△を使った式に表現する問題も正答率が低い状況である。文字式に対する理解に課題が
あることが考えられる。
　算数Ｂについては，示された式や解決方法を理解して，それらをもとに他の場合について類推したり，数字を当てはめたりする問題の正答率が低い状況
である。示された式や解決方法を利用することに課題があることが考えられる。
　昨年度（４年生時）と比較すると，算数Ａ算数Ｂどちらも上位層が減少しており，中位層下位層が増加している。
　算数Ａの中央値が16問ということから，約半数の児童が７割（16/21）以上正答している。算数Ｂの中央値は7問で，約半数の児童が５割（7/15）も正
答していない。標準偏差は算数Ａが（3.8）算数Ｂ（3.2）であり，前年度と比較すると算数Ａは（散らばりが）増加し，算数Ｂは同値である。
　沖縄県と比較（P.10）すると，算数Ａ算数Ｂどちらも上位層が多い状況である。

平均正答数
正答数

平成２３年度

正答数集計値
（左：児童数　右：割合（％））

平成２２年度 ４年 

0% 

2% 

4% 

6% 

8% 

10% 

12% 

14% 

16% 

18% 

20% 

22% 

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問 18問 19問 20問 21問 

平成２３年度 ５年 

0% 

2% 

4% 

6% 

8% 

10% 

12% 

14% 

16% 

18% 

20% 

22% 

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 

平成２２年度 ４年 平成２３年度 ５年 

- 8　 那覇市(H22-H23) 小算ＡＢ -



問題別調査結果　［算数Ａ：主として知識］　

数

と

計

算

量

と

測

定

図

　

　

形

数

量

関

係

選

択

式

短

答

式

記

述

式

那
覇
市

沖
縄
県

22 ① ○ ○ 99.7% 99.7%

21 ② ○ ○ 96.5% 96.0%

20 ③ ○ ○ 93.1% 93.3%

19 ④ ○ ○ 98.6% 98.1%

18 ⑤ ○ ○ 95.1% 93.2%

17 ⑥ ○ ○ 96.3% 95.9%

16 ⑦ ○ ○ 44.0% 44.1%

15 ⑧ ○ ○ 71.8% 71.6%

14 ⑨ ○ ○ 50.6% 49.7%

13 ⑩ ○ ○ 60.9% 62.0%

12 ⑪

11 ⑫ ○ ○ 68.6% 65.6%

10 ⑬ ○ ○ 45.0% 42.6%

9 ⑭ ○ ○ 65.6% 63.5%

8 ⑮ ○ ○ 86.6% 83.4%

7 ⑯ ○ ○ 65.9% 63.3%

6 ⑰ ○ ○ 61.5% 60.1%

5 ⑱ ○ ○ 90.9% 91.5%

4 ⑲ ○ ○ 85.8% 84.2%

3 ⑳ ○ ○ 82.8% 81.3%

2 ㉑ ○ ○ 46.5% 49.4%

1 ㉒ ○ ○ 41.1% 31.3%

10 4 4 3 1 20 0 73.7% 72.4%

問題別調査結果　［算数B主として活用]

数

と

計

算

量

と

測

定

図

　

　

形

数

量

関

係

選

択

式

短

答

式

記

述

式

那
覇
市

沖
縄
県

15 ① ○ ○ 52.4% 47.7%

14 ② ○ ○ 21.9% 19.5%

13 ③ ○ ○ 67.6% 66.8%

12 ④ ○ ○ 39.7% 35.1%

11 ⑤ ○ ○ 78.0% 74.7%

10 ⑥ ○ ○ 71.8% 70.1%

9 ⑦ ○ ○ 36.1% 34.9%

8 ⑧ ○ ○ 33.1% 30.4%

7 ⑨ ○ ○ 79.8% 77.5%

6 ⑩ ○ ○ 43.9% 40.2%

5 ⑪ ○ ○ 19.1% 16.2%

4 ⑫ ○ ○ 75.7% 68.8%

3 ⑬ ○ ○ 13.9% 11.0%

2 ⑭ ○ ○ ○ 44.3% 41.7%

1 ⑮ ○ ○ 32.9% 29.8%

2 3 5 5 4 8 4 47.3% 44.3%

平成２３年度沖縄県到達度調査結果　　第５学年　　　　　　　　 　　　　　　　　　那覇市－沖縄県　比較

設
問
番
号

出題の趣旨

学習指導要
領の領域等

問題形式 プロフィール

 (１位数)－(１位数)の減法の計算ができるかをみる。

２位数の数を構成をもとにした減法（何十といくつ）の計算ができるかをみる。

２位数の数をもとにした加法における，２段階繰り上がり（十の位， 百の位への繰り上がり)の計算処理
について計算ができるかをみる。

乗法九九について，(１位数)×(１位数)の乗法の計算ができるかをみる。

１位数が空位の整数を，１０でわった数の表し方を理解しているかをみる。

同分母の真分数どうしの加法計算の仕方を理解し，その計算ができるかをみる。

小数の加法の筆算（繰り上がり有り）の仕方を理解し，その計算をすることができるかをみる。

小数どうしの乗法とその筆算の仕方を理解し，その計算ができるかをみる。（小数点をそろえて計算す
る）

記数法で正しく数を表すことができるかをみる。

２つの数の公約数の求め方を理解し，その計算ができるかをみる。

数値の０が入る場合の平均の求め方を理解し，その計算ができるかをみる。

三角定規の角を組み合わせてできる角の大きさを求め方を理解し，その計算ができるかをみる。

設
問
番
号

出題の趣旨

直方体や複合図形の体積の求め方を理解し，その計算ができるかをみる。

ものさしを用いて，目盛りに注意しながら，消しゴムの長さを正しく測定できるかをみる。

時間の経過をつかむとともに，時計を見て時刻を求めることができるかをみる。

半径と直径の意味や関係について理解しているかをみる。

立方体の面と面、頂点と頂点、辺と辺の関係を理解しているかをみる。

平行四辺形の性質がわかるかをみる。

学習指導要
領の領域等

問題形式 プロフィール

除法が適用される場面について，示された場面を解釈して，条件に合うように問題の中の数を考え，変更
することができるかをみる。

除数が小数である場合の除法の計算の仕方について、数直線の図と対応させながら説明することができる
かどうかをみる。

合同な図形について理解しているかをみる。

１目盛りを読み取り、棒グラフに表せるかをみる。

二つの事柄を分類した表をよみとれるかをみる。

数量を□，△などを用いて表し、その関係を式に表すことができるかをみる。

全　体

示された時刻になるように，時計の短針をかき入れることができるかをみる。

与えられた条件に合う時刻を，筋道を立てて考え，時刻表から選択することができるかをみる。

二つの直方体が組み合わさった立体の体積の求め方について，図に補助線を引いて考え，式と対応させる
ことができるかをみる。

筋道立てて考え，図形を捉えることができるかどうかをみる。

示された図形を観察して，条件を基に辺の長さと名前を用いて，形と大きさを表現できるかどうかをみ
る。

図形を構成する要素に着目し，同じ大きさの角を見つけることができるかどうかをみる。

２つの気温を比較するために、折れ線グラフの縦の目盛りの幅の大きさを同一にすることが説明できるか
どうかをみる。

全　体

正答率

正答率

示された図形を観察して，条件を満たす図形を捉えることができるかどうかをみる。

示された解決方法を理解し，見方を変えた別の解決方法を考え，それを記述できるかどうかをみる。

親指につけられる番号を、公式を利用し、△に適切な数をあてはめ、計算して求めることができるかどう
かをみる。

中指につけられる数字について理解し、４回目につけられる番号を求めることができるかどうかをみる。

中指につけられる番号の規則性を見つけ出し、△を使った公式に表すことができるかどうかをみる。

折れ線グラフから数値を正確に読み取ることができるかどうかをみる。

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

沖縄県 那覇市 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

沖縄県 那覇市 

集計対象外 
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平成２３年度沖縄県到達度調査結果

度数分布　［算数Ａ：主として知識］　

児童数 平均正答率（％） 中央値 標準偏差 平成２１年度

那覇市 3353 15.5 /21 73.7% 16問 3.8 　 平成２２年度

沖縄県 16235 15.2 /21 72.4% 16問 3.7

0問 0.0% 0.0%

1問 0.0% 0.0%

2問 0.0% 0.0%

3問 0.1% 0.1%

4問 0.3% 0.3%

5問 0.6% 0.5%

6問 0.7% 0.9%

7問 1.2% 1.4%

8問 1.9% 2.0%

9問 2.9% 2.9%

10問 3.6% 4.2%

11問 4.8% 5.4%

12問 5.9% 6.4%

13問 6.9% 7.3%

14問 7.6% 8.3%

15問 8.8% 8.8%

16問 9.5% 10.2%

17問 10.6% 10.0%

18問 9.7% 9.5%

19問 9.7% 9.6%

20問 8.9% 7.6%

21問 6.2% 4.8%

22問

平成２３年度沖縄県到達度調査結果

度数分布　［算数B：主として活用］　
児童数 平均正答率（％） 中央値 標準偏差

那覇市 3353 7.1 /15 47.3% 7問 3.2
沖縄県 16231 6.6 /15 44.3% 6問 3.2

0問 0.8% 1.0%

1問 2.3% 2.9%

2問 4.5% 5.8%

3問 6.7% 7.8%

4問 9.3% 10.3%

5問 10.9% 11.6%

6問 10.1% 11.2%

7問 10.5% 10.8%

8問 10.1% 9.4%

9問 9.9% 8.8%

10問 8.4% 7.3%

11問 6.6% 5.3%

12問 4.7% 3.8%

13問 3.0% 2.4%

14問 1.5% 1.2%

15問 0.7% 0.4%

 

平均正答数

平均正答数

小学校　第５学年　那覇市－沖縄県

正答数集計値

正答数

 

小学校　第５学年　那覇市－沖縄県
正答数集計値

正答数 那覇市 沖縄県

那覇市 沖縄県

0% 

2% 

4% 

6% 

8% 

10% 

12% 

14% 

16% 

18% 

20% 

22% 

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 

沖縄県 那覇市 

0% 

2% 

4% 

6% 

8% 

10% 

12% 

14% 

16% 

18% 

20% 

22% 

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問 18問 19問 20問 21問 

沖縄県 那覇市 

0% 

50% 

100% 
数・計 

量・測 

図形 

数量 

算数Ａ 沖縄県 
那覇市 

0% 

50% 

100% 
数・計 

量・測 

図形 

数量 

算数Ｂ 
沖縄県 

那覇市 

那覇市 沖縄県

数・計 80.7% 80.4%

量・測 66.4% 63.8%

図形 76.0% 74.8%

数量 56.8% 54.0%

那覇市 沖縄県

数・計 37.1% 33.6%

量・測 61.8% 58.9%

図形 52.9% 50.6%

数量 37.2% 33.5%
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正　答

① 誤答例①

② 誤答例②

③ 誤答例③

115
① 116
②

③

168
① 167
② 170
③ 169

134
① 116
② 144
③ 131

148
① 142
②

③

126
① 260
② 206
③ 112600

①

②

③

37.8
① 17.2
② 10.2
③

23.94
① 2394
② 239.4
③ 23.54

203000000
① 200300000
② 020030000
③ 200300000

１，２，４
① 　　２，４
② ８０ (,160)
③ １，２，４，８

2（人）
①

②

③

15（°　度）
① 30
② 10
③ 45

208（㎠）
① 052
② 280
③

４㎝７㎜
① 11㎝７㎜
② ５㎝７㎜
③

11時45分
① 12時45分
② 11時50分
③ 12時10分

２４（㎝）
① １２
② 　３
③ ４８

(あ)　と　(い)
① (い)
② (あ)
③ (あ)　と　(う)

5(㎝) 100(度)　
① 5(㎝)  80(度)　
② 5(㎝)  90(度)　
③ 5(㎝) 115(度)　

キ
① ク
② エ
③ ケ

370冊　の目盛り
① 350冊　の目盛り
② 360冊　の目盛り
③ 340冊　の目盛り

20（人）
① 09
② 11
③ 15

△＝6×□
① □×△
② □×△＝６
③ △×□＝△

全　体 10 4 4 3 1 20 0 73.7% 1.7%

数値の０が入る場合の平均の求め方を理解し，その計算ができるかをみ
る。

三角定規の角を組み合わせてできる角の大きさを求め方を理解し，その
計算ができるかをみる。

平行四辺形の性質がわかるかをみる。

１位数が空位の整数を，１０でわった数の表し方を理解しているかをみ
る。

○

○

記数法で正しく数を表すことができるかをみる。

２位数の数を構成をもとにした減法（何十といくつ）の計算ができるか
をみる。

２位数の数をもとにした加法における，２段階繰り上がり（十の位，
百の位への繰り上がり)の計算処理について計算ができるかをみる。

乗法九九について，(１位数)×(１位数)の乗法の計算ができるかをみ
る。

問題別誤答例　［算数Ａ：主として知識］　

○

平成２３年度沖縄県到達度調査結果　　　第５学年　　                               那覇市立小学校全体

同分母の真分数どうしの加法計算の仕方を理解し，その計算ができるか
をみる。

小数の加法の筆算（繰り上がり有り）の仕方を理解し，その計算をする
ことができるかをみる。

小数どうしの乗法とその筆算の仕方を理解し，その計算ができるかをみ
る。（小数点をそろえて計算する）

２つの数の公約数の求め方を理解し，その計算ができるかをみる。

○ 41.1% 9.4%

正　答

誤
答
例

㉒ ○
数量を□，△などを用いて表し、その関係を式に表すことができるかを
みる。

○ 46.5% 3.0%

正　答

誤
答
例

㉑ ○二つの事柄を分類した表をよみとれるかをみる。

○ 82.8% 2.6%

正　答

誤
答
例

⑳ ○１目盛りを読み取り、棒グラフに表せるかをみる。

○ 85.8% 1.8%

正　答

誤
答
例

⑲ ○合同な図形について理解しているかをみる。

○ 90.9% 1.2%

正　答

誤
答
例

⑱ ○

○⑫ ○ 68.6% 2.9%

正　答

誤
答
例

正　答

誤
答
例

正　答

誤
答
例

⑪

誤
答
例

○

○

正　答

誤
答
例

⑨ ○ 50.6% 0.9%

正　答

⑩ ○ 60.9% 6.1%

71.8% 0.5%

44.0% 0.2%

正　答

誤
答
例

⑧ ○ ○

⑦ ○

0.2%

95.1% 0.8%

96.3%

正　答

誤
答
例

正　答

誤
答
例

⑥ ○

93.1% 0.1%

正　答

誤
答
例

⑤ ○

誤
答
例

④ ○ ○ 98.6% 0.1%

誤
答
例

③ ○ ○

正　答

○ 96.5% 0.0%

正 答

誤
答
例

正
答
率

(

％

)

無
答
率

(

％

)

0.0%

正　答

② ○

短

答

式

記

述

式

○
誤
答
例

正　答

設
問
番
号

数

と

計

算

量

と

測

定

図

　

　

形

数

量

関

係

選

択

式

99.7%

学習指導要
領の領域等

問題形式 那覇市

① ○

出題の趣旨

 (１位数)－(１位数)の減法の計算ができるかをみる。

⑬ 直方体や複合図形の体積の求め方を理解し，その計算ができるかをみ
る。

○ ○ 45.0% 4.4%

正　答

誤
答
例

⑭ ものさしを用いて，目盛りに注意しながら，消しゴムの長さを正しく測
定できるかをみる。

○ ○ 65.6% 0.6%

正　答

誤
答
例

⑮ 時間の経過をつかむとともに，時計を見て時刻を求めることができるか
をみる。

○ ○ 86.6% 0.6%

正　答

誤
答
例

⑯ 半径と直径の意味や関係について理解しているかをみる。 ○ ○ 65.9% 1.4%

正　答

誤
答
例

⑰ 立方体の面と面、頂点と頂点、辺と辺の関係を理解しているかをみる。 ○ ○ 61.5% 1.3%

正　答

誤
答
例

                                                                 集計対象外 
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問題別誤答例　［算数Ｂ：主として活用］　

正 　 答

① 誤答例①

② 誤答例②

③ 誤答例③

(あ)　と　(う)

① (い)

② (い)　と　(う)

③ (あ)　と　(い)

図の カ に0.8，イ に96が入ります。１ｍの値段を求めるの
で，この計算は，わり算です。
わり算では わられる数 と わる数 に同じ数をかけても答えは
変わらないので
　96÷0.8＝96× 10 ÷ 0.8× 10
　96÷0.8＝960÷8
  98÷0.8＝120
だから，緑のリボンと赤いリボンを比べると 緑 のリボンのね
だんが高いと言えます。

① 赤　のリボン

② 96×0.8  0.8×96

③ わられる数：0.8　　わる数：96

短針が，５と６の中心から6の間を指している

① 短針が，５を指している

② 短針が，６を指している

③ 短針が，４を指している

９：４０　　９：５０　　１０：１０

① ６：１０～１０：１０まで全て記入

② ９：２５

③ ９：５５

①

②

③

ウ

① ア

② イ

③

縦の長さが２㎝と横の長さが８㎝の長方形

① 向かい合っている辺の長さが等しい長方形

② 縦の長さが２㎝と横の長さが４㎝の長方形

③ 辺の長さが記述されていない

8

① 2

② 4

③ 5

㋑　と　㋒

① ㋑　と　㋓

② ㋐　と　㋓

③ ㋐　と　㋑

イから３㎝，エから５㎝のところにアの印をつけます。
次に
イから６㎝，エから４㎝のところにウの印をつけます。

① ただしさんと同じ

②

③

１＋８×（１０－１）　　　　７３

① １＋８×（１０－１）　　　　８１（計算ミス）

② １＋８×（△－１）

③ １０＋８×（１０－１）

15

① 16

② 12

③ 13

３＋４×（△－１）

① １＋４×（△－１）

② ３＋４×（△－３）

③

正しくない　理由：朝方の気温は，６月１日の方が高い。

① 正しい　　　理由：６月１日のほうが変化が大きいから

② 正しくない　理由：同じように（２度）変化している

③ 　　　　　　理由：目盛りの大きさが違うから(5°１°)

縦の目盛りの幅を同じにする。

① グラフを同じにする

② 棒グラフにする

③ 同じグラフに合体する

全　体 2 3 5 5 4 8 4 47.3% 6.3%

○ 32.9% 15.5%

　正　答

誤

答

例

⑮ ２つの気温を比較するために、折れ線グラフの縦の目盛りの幅の大きさ
を同一にすることが説明できるかどうかをみる。

○

　正　答

二つの直方体が組み合わさった立体の体積の求め方について，図に補助
線を引いて考え，式と対応させることができるかをみる。

筋道立てて考え，図形を捉えることができるかどうかをみる。

○

　正　答

誤

答

例

○

○ ○ 誤

答

例

　正　答

誤

答

例

○ ○

　正　答

○ ○

14.7%

8.5%

誤

答

例

誤

答

例

○ ○

　正　答

誤

答

例

　正　答

誤

答

例

○ ○

　正　答

○

　正　答

誤

答

例

○ ○

　正　答

誤

答

例

○

○ ○

○

誤

答

例

39.7% 5.0%

○

　正　答

誤

答

例

21.9%

○

　正　答

○

　正　答

○

　正　答

誤

答

例

選

択

式

短

答

式

記

述

式

○

学習指導要
領の領域等

問題形式 那覇市

数

量

関

係

出題の趣旨

除法が適用される場面について，示された場面を解釈して，条件に合う
ように問題の中の数を考え，変更することができるかをみる。

0.4%○

⑫ 75.7%

示された図形を観察して，条件を満たす図形を捉えることができるかど
うかをみる。

⑨

⑪ 19.1%

⑩ 43.9%

⑭ 44.3% 10.5%

⑬ 13.9% 13.1%中指につけられる番号の規則性を見つけ出し、△を使った公式に表すこ
とができるかどうかをみる。

折れ線グラフから数値を正確に読み取ることができるかどうかをみる。 ○

7.8%

親指につけられる番号を、公式を利用し、△に適切な数をあてはめ、計
算して求めることができるかどうかをみる。

中指につけられる数字について理解し、４回目につけられる番号を求め
ることができるかどうかをみる。

79.8% 1.3%

示された解決方法を理解し，見方を変えた別の解決方法を考え，それを
記述できるかどうかをみる。

示された図形を観察して，条件を基に辺の長さと名前を用いて，形と大
きさを表現できるかどうかをみる。

⑦ 36.1% 9.5%

⑥ 71.8% 1.3%○

設
問
番
号

正

答

率

(

％

)

無

答

率

(

％

)

誤
答
例

78.0% 0.8%

　正　答

誤

答

例

⑤

○
与えられた条件に合う時刻を，筋道を立てて考え，時刻表から選択する
ことができるかをみる。

② 除数が小数である場合の除法の計算の仕方について、数直線の図と対応
させながら説明することができるかどうかをみる。

示された時刻になるように，時計の短針をかき入れることができるかを
みる。

数

と

計

算

量

と

測

定

図

　

　

形

52.4%①

図形を構成する要素に着目し，同じ大きさの角を見つけることができる
かどうかをみる。

○ 3.4%

1.9%

　正　答

誤

答

例

③ 67.6% 0.6%

⑧ 33.1%

④

- 12　 那覇市 小算B 誤答例　-
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①

わ
た
し
は
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

②

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な
所
に
あ
り
ま
す
。
形
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
、
歩
く
所
と
止
ま
る
所
、
交
差
点
や
歩
道
橋
の
階
だ
ん

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
知
ら
せ
て
い
ま
す
。
実
さ
い
に
足
で
ふ
ん
で
み
る
と
、
形
の
ち
が
い
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

③
こ
れ
ら
は
、
目
の
不
自
由
な
人
に
と
っ
て
、
町
を
安
全
に
歩
く
た
め
に
欠
か
せ
な
い
、
大
切
な
も
の
で
す
。

④
と
こ
ろ
が
、
町
を
歩
い
て
み
る
と
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
自
転
車
を
と
め
た
り
、
荷
物
を
置
い
た
り
し
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
先
へ
進
め
な
い
と
こ
ろ
が
何
か
所
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、
目
の
不
自
由
な

人
に
と
っ
て
大
変
め
い
わ
く
に
な
り
ま
す
。

⑤
わ
た
し
は
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
自
転
車
を
止
め
な
い
よ
う
に
み
ん
な
に
よ
び
か
け
る
な
ど
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
み
ん
な
で

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

⑥
そ
し
て
、
バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
の
社
会
を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
一
人
一
人
が
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
と
、
強
く

思
い
ま
し
た
。

朋
友
出
版
「
調
べ
た
こ
と
を
整
理
し
て
書
く
」
よ
り
一
部
抜
粋

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

正

答

⑤

と

⑥

誤
答
例
①

④

と

⑤

誤
答
例
②

②

と

④

誤
答
例
③

③

と

⑤

①
～
⑥
の
だ
ん
落
の
う
ち
、
調
べ
て
み
て
考
え
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
、

ど
の
だ
ん
落
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る
だ
ん
落
を
二
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を

に
書
き
ま
し
ょ
う
。（
完
答
）

問 題 六２ ３・４学年 書くこと （１） イ

２ 六

と

出題の趣旨 自分の考えが明確になるように，文章を構成する。

正答率 37.4％ 無答率 0.2％ 【書くこと】 【選択式】

誤答分析
第④段落の１文目の文末は「・・・分かりました。」（分かったこと）なので誤答
第②段落の３文目の文末は「・・・分かりました。」（分かったこと）なので誤答
第③段落の文末は「・・・大切なものです。」（意見）なので誤答

指導に当たって
「事実」と「意見」を分けて書くことは、平成２２年度沖縄県学力到達度調査（４年国語Ａ）

でも出題されており、正答率は、33.0%、無答率は4.2%であり、課題として取り上げられて
いる。今年度の設問では正答率が上がっており、指導の成果が出てきていると思われるが、依
然として課題がある。「事実」と「意見」を分けて書くことは、自分の意見や考えを相手にわ
かりやすく伝えるためにも必要であり、国語科のみならず他教科や日常生活でも役立つスキル
である。そのため、「書く」活動を発達段階に応じ、系統立てた指導をすることが必要となる。

児童は、文を書いたり、話したりするときに一文が長くなり途中でねじれてしまったり事実
と意見が混ざってしまう例が見られる。「わかりやすい文章を書く」「わかりやすく話す」た
めに事実と意見を分けて書くような指導が必要である。
指導例
○長い文章をわかりやすく書き直す活動例
・長い文章を提示し、わかりやすく書き直して互いに読み合う
（例）きのう、友だちと遊んでいると公園にゴミが落ちていてぼくはダメだなと思って拾っ

たけど公園を気持ちよく使いたいのでポイ捨てはやめてほしいです。

（例）きのう、友だちと遊んでいると公園にゴミが落ちていました。ぼくはダメだなと思っ
てゴミを拾いました。公園を気持ちよく使いたいのでポイ捨てはやめてほしいです。

・二つの文章を比べる（わかりやすさ・伝わりやすさなど）
○文章を事実と意見に分ける活動例
・教材の導入の段階で事実と意見に分けてラインを引く
・音読（一斉）をしながら確認する

「事実」が書かれているところと「意見」が書かれているところを役割を分けて音読する

平成２３年度沖縄県学力到達度調査 課題となる問題と考察 小学校国語
【国語Ａ：主として知識】
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洋
子
さ
ん
が
メ
モ
を
も
と
に
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

「
メ
モ
」
と
「
ス
ピ
ー
チ
」
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に

答
え
ま
し
ょ
う
。

正

答

イ

オ

誤
答
例
①

エ

を
選
択

誤
答
例
②

ウ

を
選
択

誤
答
例
③

ア

を
選
択

洋
子
さ
ん
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
注
意
し
て
ス
ピ
ー

チ
を
す
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
か
。
よ
い
と
思
う
物

を
二
つ
選
ん
で
そ
の
記
号

に
書
き
ま
し
ょ
う
。

問 題 七２ ３・４学年 話すこと・聞くこと （１） ウ

２ 七

出題の趣旨 相手や目的に応じ，言葉の抑揚や強弱，間の取り方に注意して話す。

正答率 37.4％ 無答率 0.6％ 【聞く・話す】 【選択式】

誤答分析
このスピーチの目的は、洋子さんの失敗談から「言葉っておもしろい」ことを伝え、聞き手

にも一緒に考えてもらいたいことなので、イ、オが正答になる。
ア：「原稿から目をはなさない」スピーチは、相手意識が不足しているので誤答
ウ：一番伝えたいことは洋子さんがどんな間違いをしたか、なぜ間違えたのか考えてもらい

たいので⑤を大きく強調するのは誤答
エ：ユーモアの部分が強調され、伝えたいことがぼやけてしまうので誤答
この設問は、聞き手にとって分かりやすいスピーチの組み立て方や、話し方、スピーチメモ

の作り方を問うものである。１のメモの作り方について良いと思うものを書く問題の正答率は
46.7％、スピーチをするときに気をつけることを選ぶ設問２の正答率は34.7%である。メモの
作り方に比べ、話すときに気をつけることを選択する設問に課題がある。選択肢としてア．相
手を意識した視線、イ．間の取り方、ウ．声の強弱、エ．表情、身ぶり、オ．反応や表情の５
観点が取り上げられている。

この設問の類似問題は平成19年度全国学力学習状況調査（６年）国語Ａ設問７「スピーチで
の聞き手に分かりやすい話し方を選択する」で出題されている。本市の正答率は、54.9%であ
った。

指導に当たって
スピーチをするという活動は第１学年から行っており、メモの作り方や話し方、聞き方は扱

う内容や発達段階に応じて指導されている。児童は話し方、聞き方で気をつける観点は分かっ
ているが、スピーチの内容やメモを基に、内容や目的に合った観点を選択することに課題があ
る。

指導にあたっては、聞き手を意識すること、目的に合ったスピーチのしかたを意識したメモ
を作成し、発表した後、自己評価や他者評価を行うという一連の活動を通してよりよいスピー
チができるように具体的な指導を行う必要がある。
指導例
○輪番でスピーチを行う（朝の会や国語の授業の５分間などを活用する）
○グループ内でスピーチを行う

（相互評価をする。簡単に評価できるように◎・○・△など３段階評価にする）
○全員スピーチをする

テーマを決めて一言ずつ全員発表する
（例）・今日楽しみなこと・発見したこと・笑ったこと等
無理なく、時間をかけず、継続して活動する工夫が大切

〈
出
来
事
〉

・
こ
の
前
の
日
曜
日

・
母
の
知
り
合
い
に
と
ど
け
も
の

・
駅
の
か
い
さ
つ
口
で
待
ち
合
わ
せ

・
「
赤
い
服
の
犬
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
女
の
人
」

・
赤
い
服
を
着
た
犬
が
い
な
い

・
ま
ち
が
い
が
わ
か
っ
た

・
赤
い
服
を
着
た
女
の
人

〈
考
え
た
こ
と
〉

・
一
つ
の
文
が
二
つ
の
意
味
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
。

・
言
葉
っ
て
お
も
し
ろ
い
。

メモ

①

こ
の
前
の
日
曜
日
に
あ
っ
た
出
来
事
を
お
話
し
ま
す
。

②

「
赤
い
服
の
犬
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
女
の
人
に
わ
た
し
て

ね
。
」
と
母
に
言
わ
れ
て
、
駅
に
で
か
け
ま
し
た
。

③

駅
に
は
、
犬
と
い
っ
し
ょ
に
い
る
女
の
人
が
何
人
か
い
ま

し
た
が
、
赤
い
服
を
着
た
犬
は
い
ま
せ
ん
。
心
配
に
な
っ
て
、

家
に
電
話
し
て
み
ま
し
た
。

④

そ
こ
で
、
ま
ち
が
い
に
気
づ
き
ま
し
た
。
実
は
、
赤
い
服

を
着
て
い
た
の
は
、
犬
で
は
な
く
て
女
の
人
だ
っ
た
の
で
す
。

⑤

み
な
さ
ん
も
今
ま
で
に
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

スピーチ

三
省
堂
四
年
下
「
小
学
生
の
国
語
」
よ
り
一
部
抜
粋

ア

聞
い
て
い
る
人
に
、
き
ち
ん
と
伝
わ
る
よ
う
に
原
稿
か
ら
目
を
は
な
さ
な
い
で
は
な
す
。

イ

聞
い
て
い
る
人
に
、
ど
ん
な
ま
ち
が
い
を
し
た
の
か
考
え
て
ほ
し
い
の
で
、
④
の
と
こ

ろ
で
間
を
と
っ
て
話
す
。

ウ

聞
い
て
い
る
人
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
⑤
の
部
分
を
大
き
な
声
で
話
す
。

エ

身
ぶ
り
や
手
ぶ
り
を
入
れ
な
が
ら
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
話
す
。

オ

聞
い
て
い
る
人
の
表
情
を
確
か
め
な
が
ら
、
声
の
大
き
さ
に
注
意
し
て
話
す
。

平成２３年度沖縄県学力到達度調査 課題となる問題と考察 小学校国語
【国語Ａ：主として知識】



自
分
と
は
ち
が
う
立
場
の
人
の

正

答

こ
と
を
考
え
ら
れ
る
力
こ
そ
、
「
本

当
の
や
さ
し
さ
」
と
い
え
る
こ
と
。

目
が
不
自
由
な
こ
と
が
何
が
不

誤
答
例
①

便
か
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て

ほ
し
い
。

も
し
も
自
分
が
そ
の
立
場
だ
っ

誤
答
例
②

た
ら
、
と
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

本
当
の
や
さ
し
さ
を
わ
か
っ
て

誤
答
例
③

ほ
し
い
と
思
い
伝
え
て
い
る
。

次
の
説
明
文
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

①
～
④
は
だ
ん
落
番
号
を
表
し
て
い
ま
す
。

筆
者
は
、
説
明
文
で
読
み
手
に
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
か
。
筆
者
の
考
え
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
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問 題 二４ ３・４学年 読むこと イ

４ 二

出題の趣旨
目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え，文書を正
しく読むこと。

正答率 40.4％ 無答率 4.4％ 【読むこと】 【記述式】

誤答分析

①～③は筆者の意見であるが、文章を通して一番伝えたいことではないので誤答

文末表現に着目すると③段落「・・・・知ってほしいと思います。」④段落「・・・・・考

えてみてください。」など、筆者の意見を述べているが、文章全体を通して伝えたいことでは

ないので誤答

指導に当たって

段落の中の中心となる語や文に着目して内容を捉える問題である。事実と意見、考えや感想

を読み取る学習はこれまで行ってきたが、ここでは筆者の伝えたいことの軽重にも気をつけな

がら内容を読み取ることが求められている。

説明的な文章を読むときは、文脈に即して内容を読み取ることが大切である。重要な語句や

中心となる文に印をつけたり、段落ごとに内容を要約しながら読み進め、文と文のつながりや

段落と段落や文章全体の構成を理解できるような読みの指導が必要である。このことは国語科

の学習のみならず、各教科等の学習や日常生活においても基盤となる能力である。

指導例

○筆者の考えの軽重に気をつけながら内容を読み取る活動

・文章を読んで筆者の考えを付箋に書き出す（一枚の用紙に一つずつ書く）

・筆者が一番訴えたいことから順番に並べる

・友だちと話し合いながら順番を決める（根拠をもとにして話し合う）

・全体で交流して吟味する

・筆者の主張に対する自分の意見を書き、交流する

①

今
、
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
た
ち
に
か
ぎ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が

く
ら
し
や
す
い
社
会
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。
新
し
い
製
品
を
作
る
と
き
、
あ
る
い
は
街
づ
く
り
を
す
る
と
き
、
い
ろ
い
ろ
な

立
場
の
人
が
い
る
こ
と
を
考
え
た
う
え
で
、
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
目
が
見
え
な
い
人
、
見
え
に
く
い
人
の
中
に
も
、
点

字
が
読
め
る
人
も
い
れ
ば
読
め
な
い
人
も
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
点
字
だ
け
で
は
な
く
、
は
っ
き
り
と
見
や
す
い
表
示
や
、
音
声
で
聞
い
て
分
か

っ
た
り
、
さ
わ
っ
て
分
か
っ
た
り
す
る
た
め
の
く
ふ
う
も
さ
ら
に
必
要
で
す
。

②

点
字
に
よ
る
表
示
も
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

点
字
を
読
め
る
人
た
ち
に
と
っ
て
も
、
点
字
を

付
け
さ
え
す
れ
ば
そ
れ
で
問
題
が
無
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
か
ん
ビ
ー
ル
の
「
お
酒
」
と
い
う
点
字
だ
け
で
は
、
ビ
ー
ル
な

の
か
ど
う
か
、
ま
た
、
ビ
ー
ル
の
種
類
ま
で
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
か
と
い
っ
て
ビ
ー
ル
の
種
類
や
メ
ー
カ
ー
の
名
前
な
ど
を
、
す
べ
て
分
か
り
や

す
く
か
ん
の
上
に
打
つ
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
い
こ
と
で
す
。
努
力
の
結
果
そ
れ
が
で
き
た
と
し
て
も
、
実
際
に
買
う
と
き
に
は
、
や
は

り
お
店
の
人
が
て
つ
だ
っ
て
く
れ
る
ほ
う
が
便
利
で
す
。
目
で
さ
が
す
の
と
ち
が
っ
て
、
点
字
は
一
つ
一
つ
さ
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

③

目
が
不
自
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ど
ん
な
こ
と
な
の
か
を
、
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
し
ょ
う

が
い
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ
、
く
ら
し
や
す
い
、
希
望
の
も
て
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

④

ど
こ
か
で
点
字
を
見
か
け
た
ら
、
そ
れ
を
使
う
人
た
ち
が
不
便
な
思
い
を
し
て
い
な
い
か
ど
う
か

イ

も
し
も
自
分
が
そ
の
立
場
だ
っ
た
ら
、

と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
自
分
と
は
ち
が
う
立
場
の
人
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
る
力
こ
そ
、
「
本
当
の
や
さ
し
さ
」
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

【
学
校
図
書

四
年
下

「
点
字
を
通
し
て
考
え
る
」
か
ら
一
部
抜
粋
】

ア
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正

答

す
ず
し
い

誤
答
例
①

暑
い

誤
答
例
②

寒
い

誤
答
例
③

気
温
が
高
い

問 題 四２イ ５・６学年 書くこと エ

２ 四

イ

出題の趣旨
引用したり，図表やグラフなどを用いたりして，自分の考えが伝わるように書
くこと。

正答率 33.6％ 無答率 3.3％ 【書くこと】 【短答式】

誤答分析
①表とグラフの資料と発表したことの関連づけができていない。
②「寒い」と「すずしい」はどちらも気温が低いことを表しているが、「夏」なので「寒い」

は不適切である。
③表とグラフの資料の読み取りと筆者の意図の読み取りができていない。

指導に当たって
この設問は大きく①グラフや表から必要な情報を取り出すこと②読み取ったことをもとに

して自分の考えを書くことの２点ができているかを問うものである。このような場面は国語
の時間のみならず、他教科等の学習や日常生活においても起こる得る場面であり、必要な能
力である。

調べたことを書くためには、収集した資料を的確に読むことが必要である。物語や説明文
などの文章だけでなく、本設問のような表やグラフ、新聞やチラシなども教材として取り上
げ、活用できるようにすることが必要である。

小学校学習指導要領国語の第五・六学年における「書くこと」の言語活動例では、「自分
の課題について調べてまとまった文章に表すこと」、「経験した事をまとまった記録や報告
にすること」があげられている。小学校第四学年（下）「資料をもとに説明しよう」では、
身のまわりの疑問や不思議に思ったことについて調べ、学級のみんなに知ってもらうため、
説明文を書く活動が計画されている。資料から読み取ったことをもとにして文章を書くだけ
でなく、自分の考えを説明するために表やグラフや図表を用いる学習も行う。記録文や報告
文などの書式や様式を踏まえ、事実に基づいて表現できるようにすることが重要である。

指導例
○他教科の学習や日常生活と関連させた活動例

・新聞記事の中から図表や写真、グラフなどを取り出して示し、読み取れることを付箋に書
き出させる（グループごとに共通の記事を扱う）

・付箋をもとにしてグループで話し合う
・自分の意見を付箋に書き出す
・付箋の中から特に書きたいことを一つ選び、自分の考えを書く
・書いた文を読み合い、意見の違いに気づく（同じ記事を読んでもそれぞれとらえ方が違う

ことに気づく）

新
潟
県
の
上
越
市
と
長
崎
県
の
大
村
市
で
は
、
雪
の
多
い
新
潟
県
の
上
越
市
の
ほ
う
が
、
一
年
を

通
し
て
気
温
が
低
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
，
上
越
市
高
田
も
大
村
市
も
、
夏
の
暑
さ
は

大
き
な
温
度
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

を
見
て
く
だ
さ
い
。

七
月
と
八
月
の
上
越
市
高
田
の
気
温
と
大
村
市
の
気
温
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

表
の
一
月
と
二
月
の
気
温
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
上
越
高
田
市
の
冬
は
寒
い
で
す
が
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
夏
が

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
学
校
図
書

五
年
下

「
表
や
グ
ラ
フ
を
使
っ
て
伝
え
よ
う
」
か
ら
一
部
抜
粋
】

ア

イ

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

2.5 2.3 5.1 11.4 16.3 20.7 24.9 26.5 22.1 10.416.0 5.5高田

5.7 8.0 9.8 16.0 20.1 22.6 25.8 27.3 25.5 16.318.8 9.3大村

① 月別平均気温（表） （℃）

② 月別平均気温（グラフ）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
0

5

10

15

20

25

（℃）

（月）

大村市

上越市高田

竹
本
さ
ん
は
、新
潟
県
と
長
崎
県
の
気
温
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

左
の
表
と
グ
ラ
フ
は
、
新
潟
県
上
越
市
高
田
と
、
長
崎
県
大
村
市

の
月
別
平
均
気
温
を
示
し
た
も
の
で
す
。

ア

イ

の
中
に
て
き
せ
つ
な
言
葉
を
入
れ
ま

し
ょ
う
。

平成２３年度沖縄県学力到達度調査 課題となる問題と考察 小学校国語
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竹
本
さ
ん
は
、
こ
の
表
と
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
と
、
そ

こ
か
ら
考
え
た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
、
発
表
し
ま
し
た
。
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１

＋
２

４

３

３

０

８

問 題 問⑦ ３学年 Ａ（５）イ

⑦ ３４＋３．８

正 答 ３７．８

誤答例 ① ７．２ ② １０．２

出題の趣旨
小数の加法の筆算（繰り上が有り）の仕方を理解し，その計算をすることができるか

どうかをみる。

正答率 44.0 ％ 無答率 0.2 ％ 【数と計算】 【短答式】

誤答分析

① ②

34 ＋ 38 ＝ 72 4 ＋ 8 ＝ 1 2
3 ＋ 3 → 9

7.2 の誤り 10.2

類似問題 平成２２年度 全国学力学力学習状況調査 算数Ａ（第６学年）

「 8 － 0.5 」

類似問題 平成２０年度 全国学力学力学習状況調査 算数Ａ（第６学年）

「 6 ＋ 0.5 」

本年度は二桁の整数を取り上げ，筆算形式で計算処理する問題である。
誤答の傾向は，右端の数字を揃えるという点で共通している。

指導に当たって

筆算の仕組みを理解し，位を揃えて数字を並べる重要性に気づかせる必要がある。整数の筆算
の場合は右端の数字を揃えることが位を揃えることと同じであったが，小数を扱う場合には小数
点に気を付ける必要がある。小数点は一の位の位置を表している記号である。右端の数字を揃え
ることと位を揃えることは同じではないことだと比較・整理して理解を深め，一の位（小数点の
位置）を揃えることの必要性に気づかせることが重要である。

小数と整数とでは記数法や数構造がまったく同じであり，整数で成り立つ法則（交換・分配・
結合）等は小数でも成り立つことを理解させ，小数と整数の共通点を整理することが大切である。

数字を並べる位置に注意して位を揃え，整数と同じように計算をし，計算結果に小数点を打つ
位置に注意すれば正しく処理できることになる。

＋ ＋

３ ４

３ ８

３ ７ ８

＋
２

４

３

３

７

８

那覇市

全 国

84.4 ％

83.2 ％

平 均 正 答 率

正 答

誤答例

7.5

① 0.3 ② 3

那覇市

全 国

78.4 ％

82.9 ％

平 均 正 答 率

正 答

誤答例

6.5
① 11 ② 1.1

平成２３年度沖縄県到達度調査 課題となる問題と考察 第５学年 小学校算数
【算数Ａ：主として知識】
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問 題 問㉒ ５学年 Ｄ（２）

㉒ たてが６㎝，横が１㎝の長方形があります。横の長さを２㎝，３㎝・・・とのばしていくと，

面積はどのように変わるか調べました。

横の長さを□㎝，面積を△㎤として，□と△の関係を式に表しましょう。

正 答 △＝６×□

誤答例 ① □×△ ② □×△＝６ ③△×□＝△

出題の趣旨 数量を□，△などを用いて表し，その関係を式に表すことができるかどうかをみる。

正答率 41.1 ％ 無答率 9.4 ％ 【数量関係】 【短答式】

誤答分析

①乗法演算で表現できそうなことには気づいているが，６の倍数に気づかない誤り。

②６の倍数には気づいているが，式表現での誤り。（△÷□＝６ を □×△＝６と表現）

③乗法演算で表現できそうなことには気づいているが，６の倍数に気づかない誤り。

指導に当たって

伴って変わる二つの数量の関係を理解し，式に表現する問題である。
表をもとに二つの数量の関係を考える場合には，「縦方向の見方」と「横方向の見方」で関係

を捉えることが考えられる。
縦方向の見方は，□（一方）が決定すると，対応する△（もう一方）も決定するという「□△

の値が決定する規則性（関係）」を捉えていくことになる。
横方向の見方は，□（一方）が変化すると，対応する△（もう一方）も変化するという「□△

の変化の規則性」を捉えていくことになる。

式はこの規則性（関係）を表現していることになる。

関係を捉えるためには，縦方向・横方向のどちらの見方もできるようにする必要がある。
また，伴って変わる二つの数量の一つ一つを順序よく整理した結果が表ということになる。そ

のため，表にある数字の並びを縦や横に形式的に考察するのではなく，具体的な事象と関連づけ
て変化のきまりについて理解させることが重要になる。

伴って変わる二量の数値（縦）や変化（横）に視点をあて，具体的な事象と関連づけて二量の
関係を捉え，そこから式に表現させていく指導の流れが重要である。

横の長さ□（㎝）

面 積 △（㎠）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

６ １２ １８ ２４ ３０ ３６ ４２

長方形の横の長さがふえたときの面積

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

６ １２ １８ ２４ ３０ ３６ ４２

横の長さ□

面 積 △

縦方向の見方

□が １のとき

△は ６になる

３のとき

１８になる
△＝６×□

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

６ １２ １８ ２４ ３０ ３６ ４２

横の長さ□

面 積 △

横方向の見方

□が １から ２になると

△は ６から １２になる

□が １増加すると

△は ６増加する

△n＝６＋６＋・・＋６＋６

ｎ＝□ｎ回

△n＝６×ｎ

△＝６×□

高校数学Ｂ「等差数列」

初項６ 公差６

△n＝６＋（n－１）×６

６㎝

１㎝
２㎝

３㎝

・・・

・・・

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

６ １２ １８ ２４ ３０ ３６ ４２

横の長さ□

面 積 △

□：横の長さが１㎝長くなると

△：面積が ６㎠ 大きくなる。

△：面積は６の倍数になっている。
△＝６×□

値

値

変化

表 事象 関係 式

△：△は□の６倍になっている。

平成２３年度沖縄県到達度調査 課題となる問題と考察 第５学年 小学校算数
【算数Ａ：主として知識】
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問 題 問⑪ ４学年 Ｄ（２）ウ

⑪ たつおさんは，図のように左手の指に番号をつけていくことにしました。

親指を１，人差し指を２，中指を３，薬指を４，小指を５，薬指を６，

中指を７，人差し指を８，親指を９，人差し指を１０・・・，・・・

次に，たつおさんは，親指にはどんな番号がつけられていくのかを調べ，

下の表を作りました。

たつおさんは，親指に１０回目につけられる番号を，式を使って，次のように求めました。

親指につけられる番号は，１回目の番号が１で，２回目からは８ずつふえていくので，

（親指につけられる番号）＝１＋８×（△－１） （△は回数）

という式で求めることができます。だから，１０回目につけられる番号を求める式は

⑪ となるので，答えは です。

正 答 １＋８×（１０－１） ７３

① １＋８×（１０－１） ８１（計算ミス 9 ×9）
誤答例 ② １＋８×（△－１）

③ １０＋８×（１０－１）

出題の趣旨
親指につけられる番号を，公式を利用し，△に適切な数をあてはめ，計算して
求めることができるかどうかをみる。

正答率 23.3 ％ 無答率 2.3 ％ 【数量関係】 【短答式】

誤答分析

①計算ミス（式は正答）

②１０を代入せずに，関係式を記述した誤り。

③式の中の「１」の意味を理解できず，１０に置き換えた誤り。

類似問題 平成１９年度 全国学力学力学習状況調査 算数Ｂ（第６学年）

①のような計算ミスのために誤答してしまった子どもたちは、出題の趣旨にある公式の利用について
は理解していると解釈することができる。学校全体の７割が一番多い誤答例を①としている。

指導に当たって

公式や言葉の式には、数量の関係を一般的にとらえることができるというよさがある。そのよ
さを理解していれば△に数値を代入すればよいことに気づくことができる。公式や言葉の式のよ
さを理解するためには、具体的な場面で、言葉の式や公式にいろいろな数を当てはめる活動を取
り入れることが大切である。

計算ミスについては，分配・交換・結合法則や（ ）を扱う場面において，適宜計算手順の確
認を行い，計算のきまりの理解と定着を図ることが大切である。

１

２

３ ４

５

６７

８

９

１０

１回目

２回目

回 数

数 字

１ ２ ３ ４ ５

１ ９ １７ ２５ ３３

那覇市

全 国

60.8 ％

60.9 ％

平 均 正 答 率

正 答

誤答例

２

① ３ ② １

次の式で計算すると，走り高跳びのめあてとなる高さが何㎝になるかがわかります。

走り高とびのめあてとなる高さ(㎝)を求める式

身長(㎝)の半分に120を加えて，50ｍ走の記録(秒)の10倍をひきます。

(身長÷2)＋120－(50ｍ走の記録×10）

けんたさんの実際の記録は１１５ｍでした。

めあてと比べると，どのようなことが言えますか。

１ 記録は，めあてとなる高さとちょうど同じ。
２ 記録は，めあてとなる高さを上回っている。
３ 記録は，めあてとなる高さを下回っている。

けんた

よしお

身長(㎝) 50ｍ走の記録(秒)

140
160

8.0
8.0

けんたさんとよしおさんの身長と50ｍ走の記録

平成２３年度沖縄県到達度調査 課題となる問題と考察 第５学年 小学校算数
【算数Ｂ：主として活用】
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問 題 問⑫ ４学年 Ｄ（１）ア 問⑬ ４学年 Ｄ（２）ウ

⑫ なおみさんは，中指につけられる番号について表を作り，考えてみました。

下の⑫に数字を入れ，表を完成させましょう。

⑬ 次に，なおみさんは，中指につけられる番号をたつおさんの求め方にな

らって式に表しました。次の に式をかきましょう。

（中指につけられる番号）＝⑬
（△は回数）

⑫ 正 答 １５ ⑬ 正 答 ３＋４×（△－１）

誤答例
① １６

誤答例
① １＋４×（△－１）

② １２ １３ １４ ② ３＋４×（△－３）

出題の趣旨
⑫中指につけられる数字について理解し，４回目につけられる番号を求めることができるかどうかをみる。

⑬中指につけられる番号の規則性を見つけ出し，△を使った公式に表すことができるかどうかをみる。

⑫正答率 75.7 ％ 無答率 14.7 ％
【数量関係】 【短答式】

⑬正答率 23.3 ％ 無答率 2.3 ％

誤答分析

⑫ ①５増加

②１増加 ２増加 ３増加

⑬ ①数字が４つずつ増加していることは理解しているが，１回目の３に気づいていない誤り。

②４ずつ増加や１回目の３に気づいているが，「△－１」の１の意味を理解していない誤り。

問⑫から 75.7 ％が４回目の数字を見つけることができているのに対し，問⑬では正答率が 23.3
％と大きく減少しているため，二量の関係を式に表現することに課題があることが考えられる。

また，問⑬の誤答例①②をあわせると，学校全体の７割が一番多い誤答例としている。

指導に当たって

問⑬のポイントは以下の三点である。
(1)表から二量の関係を見つける。
(2)問⑪の式から類推して問⑬の二量の関係を式に表現する。
(3)(2)の式が正しいかどうかを確認する。

(1)については，５年算数Ａ問㉒で述べたように表を縦・横方向に考察することや具体的な事
象と関連づけて理解することが重要である。それらを踏まえて表を横方向の見方で考察すると，
「回数が１増加するとそれに伴って数字が４増加する」ことが見えてくる。（ｙ＝４ｘ）

本問題は１次関数（中学校第２学年：ｙ＝ａｘ＋ｂ）に繋がるため，定数ｂに気づくことがで
きなければ式に表現することができない。そのため，問⑪の式から類推して表現する必要がある。
誤答例の①②については問⑪の式の形式を利用しているため，類推して式に表現するということ
までは筋道立てて考えていると解釈することができる。大切なことは具体的な回数を代入してい
き，対応する数字の値が正しいことを確認することである。正しければ正答となり，正しくなけ
れば修正する箇所が見えてくるからである。日々の授業においても，表から式に表現した場合に
は具体的な数値を代入し，正しく表現できているか確認する習慣をつけることが重要である。

△が １のとき 数字が１になる

式の確認

△が １，２のとき できない
△が ３のとき 数字が ３になる

１

２

３ ４

５

６７

８

９

１０

１回目

２回目

回 数

数 字

１ ２ ３ ４ ５

３ ７ １１ ⑫ １９

回 数

数 字

１ ２ ３ ４ ５

３ ７ １１ １５ １９

１ １ １ １

４ ４ ４ ４

類推して式に表現（誤答例）

①１＋４×（△－１）

②３＋４×（△－３） ３＋４×（△－１）

修 正
△：１のとき 数字：３

高校数学Ｂ「等差数列」

初項３ 公差４

△n＝３＋（n－１）×４

平成２３年度沖縄県到達度調査 課題となる問題と考察 第５学年 小学校算数
【算数Ｂ：主として活用】



- 21 小国まとめ -

平成２３年度沖縄県学力到達度調査 課題となる問題と考察【５学年まとめ】 小学校国語

【国語Ａ：主として知識】

○平成２２年度沖縄県学力到達度調査と比較すると「書くこと」の領域の正答率が－30.5ポ
イントで、課題が大きい。

○筆者の考えを選択する設問の正答率に落ち込みが見られる（37.4%）。平成22年度にも同
様の問題が出題されているが、正答率が低く、（事実：31.5% 意見：33.0%）課題になっ
ている。

○「話すときに注意すること」を選択する設問の正答率に落ち込みが見られる（34.7%）

【国語Ｂ：主として活用】

○平成２２年度沖縄県学力到達度調査と比較すると「話すこと・聞くこと」が－18.4ポイン
トである。「聞くこと」に比べ、「話すこと」に課題がある。

○説明文の内容を読み取る設問の正答率に落ち込みが見られる（40.4%）
○２２年度の課題であった「事実」と「意見」を分ける設問については、改善点が見られた。

更に筆者の意見の軽重を捉える力が望まれている
○Ａ問題に比べＢ問題は無答率が高い傾向がある。キーワードに線を引いたり、大切な言葉

をまるで囲ったりするなど、問題文の読み方を指導することが必要である。

指導に当たって

話すこと・聞くこと
「話すこと・聞くこと」の指導においては、相手や目的、意図に応じて分かりやすく話し
たり、相手の意図を捉えて聞く能力を高めることが大切である。

今回出題されている問題は、話し合いの場面設定であったが、日常生活での話し合いの
場面と関連づけて、メモを取ったり、適切な言葉で話すなど継続した指導を行いたい。

書くこと
「書くこと」の指導においては、作文メモを作成することや自分の伝えたいことを相手に
わかりやすく書く能力を高めることが大切である。

今回出題されている問題は、Ａ・Ｂともに自分が調べたことや資料から読み取ったこと
を書く内容である。小学校学習指導要領国語第５学年及び６学年「Ｂ 書くこと」の内容
として「ア 考えたことなどから書くことを決め、目的や意図に応じて書く事柄を収集し、
全体を見通して情報を整理すること」、「エ 引用したり、図表やグラフなどを用いたり
して、自分の考えが伝わるように書く」という記述がある。事実をもとにして自分の意見
を持つことは日常生活でも必要なスキルであり、継続して取り組むことで身につけること
ができる。文を書く前に、「分かったこと」「疑問」「自分の考え」などをカードに書き出
し、根拠を持った考えが書けるよう、指導したい。また、一連の過程において、自分の考
えが効果的に表現されているか、読み手に評価してもらう活動も必要である。書いたもの
を読み合い、意見や感想を交流する活動を取り入れ、よりよい作文が書けるようにしたい。

読むこと
小学校学習指導要領国語第５学年及び６学年の目標は「目的に応じ、内容や要旨をとら

えながら読む能力を身に付けさせるとともに、読書を通して考えを広げたり深めたりしよ
うとする態度を育てる」である。文章の内容や要旨をとらえる学習指導にあたっては、次
のような指導の工夫改善が考えられる。
○段落の中心語句や中心文をとらえ、要約する学習を重ねる

・中心語句に線を引く
・文末表現に着目し、事実と意見を整理する

○主人公を多面的にとらえる
・登場人物を図式化する
・物語の構造図を書く
・中心人物の心情を曲線で表す

○複数の文章を読み比べる
・同じテーマを取り上げた文章を比べて読み、自分の考えを持つ
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平成２３年度沖縄県到達度調査 課題となる問題と考察【第５学年まとめ】 小学校算数

【算数Ａ：主として知識】

○整数・小数・分数における計算処理の習熟を図る。（算数Ｂにも共通する）

○与えられた資料を一つ一つ正確に読み取る習慣を身につけさせる。

○答えを出すことばかりに目を向けず，「見方・考え方」を明確にする指導を重視する。

【算数Ｂ：主として活用】

○問題場面の「条件」とそれらの「関係」を明確にする指導を重視する。

○他者の考えを理解する（読み取る）学習活動を重視する。

○示された考え方や表現方法を理解し，他の事象を適用する学習活動を重視する。

指導に当たって

○問題場面の理解をする際に，条件を正確にすべて把握していないことが考えられる。

そのための工夫改善として，

問題場面の「条件」を子ども自身が順序よく一つ一つ把握していく習慣を身につける指
導を重視する。

○ペアー学習やグループ学習（他者に考えを伝える 他者の考えを理解する）を設定しても，
活性化せずに意図した活動にならないことが考えられる。

そのための工夫改善として，

ペアー学習やグループ学習に取り組ませる場合は，達成目標や探究内容を明確に示し，
比較の視点や検討する事項を具体的に捉えさせる指導を重視する。

○他者の考えを共有（発表）する場面において，発信者側の一方向的な説明になることが考
えられる。

そのための工夫改善として，

結果までをすべて見せて発表させるのではなく，少しずつプロセスを見せていきながら

聞く側が考えを読み取っていけるような指導を重視する。

○比較の場面（まとめ）においては，「表現・処理方法」には視点をあてるが，「見方・考
え方」には視点をあてにくいことが考えられる。

そのための工夫改善として，

一つ一つの表現・処理方法の意図を考えさせ，課題（めあて）と関連づけながら解決す
るために必要な見方・考え方を整理する指導を重視する。

※課題については，指導者の説明で捉えるさせるのではなく，

子ども自身が「難しい」と考えるところから捉えさせる指導を重視する。


	５年報料.pdf
	５  年報告資料.pdf
	５年基礎資料.pdf
	表紙.pdf
	５年　基礎資料

	５年課題分析
	５年Ａ.pdf
	５年Ｂ
	算数５年Ａ
	算数５年Ｂ
	５年まとめ
	算数５年まとめ


	５年国語P.2
	５年算数P.8

	５年算数ＢＰ．２０



